
 昭和２０年太平洋戦争終結。敗戦国⽇本は復興の為⼤量の⽊材を必要とした
ことから国産材の価格は⾼騰しました。
 そこで安い外材を輸⼊しやすくしようとして関税の撤廃を推進。昭和２６年
には丸太関税撤廃、昭和３９年には⽊材貿易完全⾃由化に⾄りました。
 その⼀⽅で将来の⽊材需要に対応しようと打ち出した拡⼤造林政策では遊休
地、草地はもちろん広葉樹林を伐採してまで⼈⼯林化を推進。全国で針葉樹
（杉・桧・カラ松など）⼈⼯林化が進められ、⽇本の森林⾯積の４０％（国⼟
⾯積の１/４）を占めるまで拡⼤しました。ところが⽊材貿易⾃由化以来半世
紀の間に⽊材市場は、安くて豊富な外材に席巻されました。昭和３０年には９
５％だった国産材⾃給率は気が付けば平成１０年代に１８％にまで落ち込みま
した。
国産材価格も昭和５０年ごろをピークに⼀時３割くらいまで下落し、その結
果、林業の不振により、農⼭林から若い働き⼿が流通し⼭林労務者は⽼齢化、
⼈⼯林の間伐などの保育⼿⼊れも不⼗分な状態が続いています。

国産材から外材への歴史
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 先⽇業界新聞にこんな記事が掲載されていました。
「⽶松製品m3 ３,０００円くらい値上げ」
「集成平角m3 ３,０００円〜５,０００円値上げ」
急激な円安や、コストアップによる値上げの様ですが、為替や現地での事情に
⼤きく供給が左右されます。前回のウッドショックも外材が要因であります。
⽶国の⾦利⽔準も物価上昇率の低下（⼀時９％位→３％へ）もあり引き下げら
れる予測があり国内⾦利も上昇傾向にありますが、⽇本の財政的に⼤幅な債務
超過を考えるとき、⼤きな⾦利上昇は考えづらくかつての様に⼤きく円⾼に振
れる事はなさそうです。
 つまり当⾯国産材の優位性が続きそうです。

この４０年ほどの間の⼤きな変化

外材に振り回される⽇本

ぎふの⽊ネットメルマガ 吉⽥会⻑より

3 / 8 2024/07/29 9:58



 新設住宅着⼯が再び減少に転じています。
 ５⽉は65,800⼾で１〜５⽉累計で前年⽐５％ほど減少しており、本年は、
７５〜７６万⼾となりそうです。持ち家は３０ヵ⽉連続の前年ダウンであり極
めて厳しい状況です。⽇本の⼈⼝１億２,４００万⼈ほどで住宅ストックは６,
０００万⼾、つまり２⼈に１⼈分の住まいがあります。

  ポイント
 振り返ってみると今から６０年ほど前は現在と同じくらいの住宅着⼯（８０
万⼾くらい）でありましたが、その後⽇本は⾼度成⻑期の波に乗り（１９５５
年〜１９７２年位・・・・年１０％位の経済成⻑）着⼯数も⼤きく伸び１９７
３年オイルショックの年にピーク１９１万⼾を達成。その後１９７０年から１
９８０年にかけ経済成⻑も４％くらいに落ちたものの安定推移。平成２年バブ
ル崩壊により急減するも、平成６年ごろ円⾼が加速し１００円を切り強い⽇本
経済を反映し住宅着⼯も最後のピークの１５０万⼾台。
 その後、世界同時不況、リーマンショック等を経て新設着⼯も右肩下がり
に。

新設住宅着⼯減少 今年 ７５〜７６万⼾の着地か

新設住宅着⼯の推移 ピークは︖今後は︖
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 岐⾩県では昨年は新設住宅着⼯が初めて１万⼾を割り、持ち家については２
３年ほど前に⽐べ４割減の状況です。今後、少⼦⾼齢化などの影響で
昨年８１万⼾の住宅着⼯が ２０３０年 ７０万⼾
             ２０４０年 ５５〜６０万⼾
と減少してる予測が⼤半であります。

・７⽉中旬の⽇経新聞の⾒出しです。
・６⽉の平均価格は欧州産材が国産材に⽐べて約１割⾼い⽔準で推移してい
る。
 円安や海外物流費の上昇を背景に商社仕込みコストアップが原因で、値下が
りが続く国産材に引き合いが増えている。
 コロナ禍前
供給が安定する欧州産や⽶国産の⽊材は国産より安いのが常であった。
 ウッドショック ウクライナ危機
輸⼊材の供給不安が重なり、２２年半ばには輸⼊品の価格が国産材を１割上回
る。
 ウッドショック後
輸⼊品の価格が⼤きく落ち込み２３年４⽉には輸⼊品と国産材価格はほぼ並ん
だ。

今後の予測

輸⼊⽊材 上昇基調に。住宅⽤ 国産より１割⾼く
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 価格的に⾒ても、今後為替や資源的政治的な安定性を考えるとき、国産材優
位の状況となりそう。
また、脱炭素化やＳＤＧｓの観点からもCO2排出量は国産材の場合、外材に
⽐べ１/２から１/４くらいで収まり、明らかな差がつきます。
 ただ、せんだん⼒などについては集成や⽶松が杉を上回っており、今後杉と
異素材とのマッチングや桧ケタを利⽤する事で課題を解決しなければならな
い。
 とくに花粉症対策で今後杉・⼤径⽊の出材の増加予測があり、この有効利⽤
こそ業界のミッションであります。

 ⽇本の⽊材資源は約５５億m3であり半世紀で３倍に増加。森林率は６８％
で世界２位の⽊材資源⼤国であります。
 しかるに世界では森林⾯積が約４０億ヘクタール、森林率は３１％。しか
し、毎年 年５００万haくらいの森林が減少しています。
 つまり１分間に東京ドーム２個分くらいの森林が失われているわけです。
また、国産⽊材⾃給率は４１％くらいであり、⾷料⾃給率３８％、エネルギー
⾃給率１３％と⽐較し⾼い感がしますが、戦術はほぼ１００％。⽊材はただ１
つ⾃給率１００％が可能な資源であります。
 特に岐⾩県産材は、年間１２０万m3ほど成⻑しており３００年分ほどのス
トックがあります。

今後、外材使⽤のメリット

⽇本は⽊材資源⼤国、世界は
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今後は県産材を使った住宅を前提とした、
 街づくりや非住宅パッケージ、家具づくり を通して
 皆様とともに業界の発展を実現させて参りたいと存じます。

是非、国産材、特に県産材のご利⽤をお願いします

正しく表⽰されない場合はこちら

このメールは、ぎふの⽊ネットからのメール配信をご希望された⽅に送信しております。今後も引き続きメール

の受信を希望される⽅は こちらをクリック してください。 今後メールの受信をご希望されない⽅は、こちらから

配信停⽌⼿続きが⾏えます。

本メールは yamagataya_s_info@ymg-s.co.jp よりtomoya_yasue@ymg-s.co.jp 宛に送信しております。

みやまち ヤマガタヤ産業内, ⽻島郡岐南町, 岐⾩県 501-6019, Japan
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